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高鍋町告示第31号 

 平成27年第３回高鍋町議会定例会を次のとおり招集する。 

    平成27年８月28日 

                              高鍋町長 小澤 浩一 

１ 期 日  平成27年９月３日（木） 

２ 場 所  高鍋町議会議場 

──────────────────────────────── 

○開会日に応招した議員 

池田  堯君          水町  茂君 

山本 隆俊君          津曲 牧子君 

岩村 道章君          岩﨑 信や君 

青木 善明君          柏木 忠典君 

後藤 正弘君          中村 末子君 

黒木 博行君          黒木 正建君 

春成  勇君          八代 輝幸君 

緒方 直樹君          永友 良和君 

──────────────────────────────── 

○９月７日に応招した議員 

同上 

──────────────────────────────── 

○９月８日に応招した議員 

同上 

──────────────────────────────── 

○９月９日に応招した議員 

同上 

──────────────────────────────── 

○９月18日に応招した議員 

同上 

──────────────────────────────── 

○応招しなかった議員 

 

──────────────────────────────── 
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────────────────────────────────────────── 

平成27年 第３回（定例）高 鍋 町 議 会 会 議 録（第１日） 

                           平成27年９月３日（木曜日） 

────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

                       平成27年９月３日 午前10時00分開会 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 諸報告 

      （１）議長の会務報告 

      （２）議員派遣の報告 

      （３）本省要望の報告 

      （４）例月現金出納検査結果報告 

      （５）町長の政務報告 

 日程第３ 会期の決定 

 日程第４ 報告第５号 平成２６年度高鍋町財政健全化判断比率について 

 日程第５ 報告第６号 平成２６年度高鍋町公営企業資金不足比率について 

 日程第６ 報告第７号 平成２６年度高鍋町教育に関する事務の管理及び執行の状況の

点検及び評価等について 

 日程第７ 同意第４号 教育委員会委員の任命について 

 日程第８ 議案第38号 平成２６年度高鍋町水道事業会計未処分利益剰余金の処分につ

いて 

 日程第９ 認定第１号 平成２６年度高鍋町一般会計歳入歳出決算について 

 日程第10 認定第２号 平成２６年度高鍋町国民健康保険特別会計歳入歳出決算につい

て 

 日程第11 認定第３号 平成２６年度高鍋町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算につ

いて 

 日程第12 認定第４号 平成２６年度高鍋町下水道事業特別会計歳入歳出決算について 

 日程第13 認定第５号 平成２６年度高鍋町介護認定審査会特別会計歳入歳出決算につ

いて 

 日程第14 認定第６号 平成２６年度高鍋町介護保険特別会計歳入歳出決算について 

 日程第15 認定第７号 平成２６年度高鍋町一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計歳入歳出

決算について 

 日程第16 認定第８号 平成２６年度高鍋町水道事業会計決算について 

 日程第17 議案第39号 尾鈴地区畜産用水管理事業の事務の委託について 

 日程第18 議案第40号 高鍋町税条例の一部を改正する条例について 

 日程第19 議案第41号 高鍋町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の一部改正に
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ついて 

 日程第20 議案第42号 高鍋町手数料徴収条例の一部改正について 

 日程第21 議案第43号 高鍋町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に

関する基準を定める条例の一部改正について 

 日程第22 議案第44号 高鍋町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及

び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防

のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部

改正について 

 日程第23 議案第45号 高鍋町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介

護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関

する基準等を定める条例の一部改正について 

 日程第24 議案第46号 高鍋町敬老祝金条例の一部改正について 

 日程第25 議案第47号 高鍋町企業立地奨励条例の全部改正について 

 日程第26 議案第48号 高鍋町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利

用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の制定

について 

 日程第27 議案第49号 高鍋町特定個人情報保護条例の制定について 

 日程第28 議案第50号 平成２７年度高鍋町一般会計補正予算（第２号） 

 日程第29 議案第51号 平成２７年度高鍋町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

 日程第30 議案第52号 平成２７年度高鍋町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第31 議案第53号 平成２７年度高鍋町介護認定審査会特別会計補正予算（第１号） 

 日程第32 議案第54号 平成２７年度高鍋町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

 日程第33 議案第55号 平成２７年度高鍋町一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計補正予算

（第１号） 

 日程第34 平成２６年度高鍋町一般会計並びに特別会計決算審査結果報告 

──────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 諸報告 

      （１）議長の会務報告 

      （２）議員派遣の報告 

      （３）本省要望の報告 

      （４）例月現金出納検査結果報告 

      （５）町長の政務報告 

 日程第３ 会期の決定 

 日程第４ 報告第５号 平成２６年度高鍋町財政健全化判断比率について 
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 日程第５ 報告第６号 平成２６年度高鍋町公営企業資金不足比率について 

 日程第６ 報告第７号 平成２６年度高鍋町教育に関する事務の管理及び執行の状況の

点検及び評価等について 

 日程第７ 同意第４号 教育委員会委員の任命について 

 日程第８ 議案第38号 平成２６年度高鍋町水道事業会計未処分利益剰余金の処分につ

いて 

 日程第９ 認定第１号 平成２６年度高鍋町一般会計歳入歳出決算について 

 日程第10 認定第２号 平成２６年度高鍋町国民健康保険特別会計歳入歳出決算につい

て 

 日程第11 認定第３号 平成２６年度高鍋町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算につ

いて 

 日程第12 認定第４号 平成２６年度高鍋町下水道事業特別会計歳入歳出決算について 

 日程第13 認定第５号 平成２６年度高鍋町介護認定審査会特別会計歳入歳出決算につ

いて 

 日程第14 認定第６号 平成２６年度高鍋町介護保険特別会計歳入歳出決算について 

 日程第15 認定第７号 平成２６年度高鍋町一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計歳入歳出

決算について 

 日程第16 認定第８号 平成２６年度高鍋町水道事業会計決算について 

 日程第17 議案第39号 尾鈴地区畜産用水管理事業の事務の委託について 

 日程第18 議案第40号 高鍋町税条例の一部を改正する条例について 

 日程第19 議案第41号 高鍋町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の一部改正に

ついて 

 日程第20 議案第42号 高鍋町手数料徴収条例の一部改正について 

 日程第21 議案第43号 高鍋町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に

関する基準を定める条例の一部改正について 

 日程第22 議案第44号 高鍋町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及

び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防

のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部

改正について 

 日程第23 議案第45号 高鍋町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介

護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関

する基準等を定める条例の一部改正について 

 日程第24 議案第46号 高鍋町敬老祝金条例の一部改正について 

 日程第25 議案第47号 高鍋町企業立地奨励条例の全部改正について 

 日程第26 議案第48号 高鍋町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利

用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の制定
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について 

 日程第27 議案第49号 高鍋町特定個人情報保護条例の制定について 

 日程第28 議案第50号 平成２７年度高鍋町一般会計補正予算（第２号） 

 日程第29 議案第51号 平成２７年度高鍋町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

 日程第30 議案第52号 平成２７年度高鍋町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第31 議案第53号 平成２７年度高鍋町介護認定審査会特別会計補正予算（第１号） 

 日程第32 議案第54号 平成２７年度高鍋町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

 日程第33 議案第55号 平成２７年度高鍋町一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計補正予算

（第１号） 

 日程第34 平成２６年度高鍋町一般会計並びに特別会計決算審査結果報告 

──────────────────────────────── 

出席議員（16名） 

１番 池田  堯君       ２番 水町  茂君 

３番 山本 隆俊君       ５番 津曲 牧子君 

６番 岩村 道章君       ７番 岩﨑 信や君 

８番 青木 善明君       10番 柏木 忠典君 

11番 後藤 正弘君       12番 中村 末子君 

13番 黒木 博行君       14番 黒木 正建君 

15番 春成  勇君       16番 八代 輝幸君 

17番 緒方 直樹君       18番 永友 良和君 

──────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

──────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

──────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

議会事務局長 田中 義基君    事務局補佐 鳥取 和弘君 

議事調査係長 矢野 由香君                 

──────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 小澤 浩一君   副町長 ………………… 川野 文明君 

教育長 ………………… 島埜内 遵君   教育委員長 …………… 黒木 知文君 

農業委員会会長 ……… 坂本 弘志君   代表監査委員 ………… 黒木 輝幸君 

総務課長 ……………… 森  弘道君   政策推進課長 ………… 三嶋 俊宏君 

建設管理課長 ………… 惠利 弘一君   農業委員会事務局長 … 鳥井 和昭君 

産業振興課長 ………… 川野 和成君   会計管理者兼会計課長 … 間  省二君 
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町民生活課長 ………… 杉  英樹君   健康保険課長 ………… 徳永 惠子君 

福祉課長 ……………… 河野 辰己君   税務課長 ……………… 宮崎守一朗君 

上下水道課長 ………… 吉田 聖彦君   教育総務課長 ………… 中里 祐二君 

社会教育課長 ………… 稲井 義人君                      

──────────────────────────────── 

午前10時00分開会 

○議長（永友 良和）  おはようございます。只今から平成２７年第３回高鍋町議会定例会

を開会いたします。 

 これから本日の会議を開きます。 

 この際、議会運営委員会の報告を求めます。委員長、中村末子議員。 

○議会運営委員会委員長（中村 末子君）  おはようございます。平成２７年第３回定例議

会が招集されたことにより、去る８月３１日、第３会議室において委員全員、議長、副議

長はオブザーバーとして出席、執行部より副町長を含む３人が出席、議会から日程説明な

ど２名が参加して議会運営委員会が開かれましたので御報告いたします。 

 今議会に提案されます案件は、財政健全化などに関する報告３件、教育委員会委員の任

期満了が１２月議会前、１１月２６日であるための同意案件１件、水道事業の未処分利益

剰余金処分に関しての議案、平成２６年度決算認定８件、尾鈴畑地かんがい事業内の畜産

用水管理に関し川南町へ委託する案件、税条例等の一部改正７件、全部改正１件、条例制

定が２件、平成２７年度一般会計補正予算６件、合計３０件が提案されます。 

 報告・同意案件１件は本日採決、残りについては特別委員会、常任委員会への付議案件

となります。 

 付議案件に対して執行部からの説明を求め、委員からの意見を求めましたが、条例の一

部改正についての確認が行われただけでした。 

 一般質問者は８名ですので、２日間とすること、この日程で進めることを委員全員賛成

でした。 

 なお、第３回定例会は決算認定でもあり、件数も３０件と多いので、短い時間でも中身

のある審査を希望して報告といたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（永友 良和）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定によって、１１番、後藤正弘議員、

１２番、中村末子議員を指名いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．諸報告 

○議長（永友 良和）  日程第２、諸報告を行います。 

 まず、議長の会務報告につきましては、別紙がお手元に配付してありますが、これによ



- 7 - 

り朗読及び説明を省略して差し支えございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  異議なしと認めます。したがって、議長の会務報告は朗読及び説明

を省略いたします。 

 次に、議員派遣の報告につきましては、別紙がお手元に配付してありますが、このとお

り派遣いたしましたので、これにより報告といたします。 

 次に、本省要望の報告を求めます。団長、緒方直樹議員。 

○１７番（緒方 直樹君）  １７番。御報告いたします。 

 ８月４、５、６の３日間で行われた表敬訪問及び本省要望活動について御報告いたしま

す。 

 表敬訪問先は米沢市、衆参の国会議員７名、防衛省、そして東京事務所であります。要

望活動先は国土交通省で、竹鳩橋架けかえに関する提言書、国道１０号線の交通渋滞緩和

に関する提言書、１級河川小丸川水系の内水排除機能の確保・強化及び堤防のかさ上げに

関する提言書、１級河川小丸川水系の国の直轄管理堅持及び地方分権に伴う権限移譲に関

する提言書の計４件で要望を行っております。 

 まず、初日４日に米沢市へ表敬訪問に行っております。メンバーは、私と新しく議員に

なられた黒木博行議員、後藤正弘議員、岩村道章議員の３名、そして議会事務局から田中

局長の計５名で表敬に行っております。 

 これは、４年に１回改選で当選した新人議員に、姉妹都市である米沢市と高鍋町とのか

かわりを認識してもらい、交流することが目的であります。 

 なお、市長及び市議会の議長、副議長、それぞれ表敬訪問を終えた後、上杉鷹山公ゆか

りの地に赴き認識を深めてもらっております。 

 次に、２日目であります。この日より町長及び今回の要望に関係する課長３名、森課長、

惠利課長、そして三嶋課長と合流し、防衛省へ表敬訪問しております。その後、国会議員

である江藤議員、武井議員、古川議員、濵地議員、４名の衆議院議員にそれぞれ表敬訪問

をしております。実際にお会いできたのは江藤議員、濵地議員の２名。そのほか２名の方

は公務のため、お会いできませんでしたが秘書にお会いし、それぞれにさきに上げた４件

の提言書について説明、そしてお力添えをお願いしております。 

 最後に３日目であります。初めに、宮崎県の東京事務所へ表敬訪問。その後、国土交通

省で提言書の要望活動を行っております。 

 なお、主な提出先は道路局及び水管理・国土保全局の関係部署であります。 

 午後より松下議員、長峯議員、武見議員の３名の参議院議員にそれぞれ表敬訪問してお

ります。 

 実際にお会いできたのは長峯議員と武見議員の２名、松下議員にはお会いできませんで

したけども、秘書にお会いし、それぞれさきに上げた４件の提言書についての説明、そし

てお力添えをお願いしております。 
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 以上、今回の表敬訪問及び要望活動についての報告を終わります。 

○議長（永友 良和）  次に、※月例現金出納検査結果に関する報告が提出されましたので、

お手元に配付してあります。 

 次に、町長の政務報告を行います。町長。 

○町長（小澤 浩一君）  おはようございます。平成２７年６月１日から平成２７年８月

３１日までの主な政務について御報告を申し上げます。 

 まず、高鍋町消防操法大会及び東児湯支部操法大会についてでございますが、６月

２８日、高鍋町スポーツセンターにおきまして高鍋町大会を開催いたしました。各部とも

訓練の中で培った技術を十分に発揮し、大変すばらしい大会となりました。 

 東児湯支部大会につきましては、７月１８日、東児湯消防組合において開催され、小型

ポンプの部では昨年の第２部に続き第９部が、当町代表として２連覇を果たし、小型ポン

プ積載車の部でも第７部が準優勝と堂々たる成績でございました。 

 次に、咲妃みゆ後援会設立総会についてでございますが、７月１０日、中央公民館にお

いて開催されました。咲妃みゆさんは本町出身で、昨年９月に宝塚歌劇団雪組のトップ娘

役につかれています。当後援会には、町内外から８２名の方が加入し、今後さらなる飛躍

をバックアップしていくこととしております。 

 次に、蚊口浜ビーチクリーン活動についてでございますが、７月１２日、高鍋海水浴場

において行われました。当日は早朝にもかかわらず、町民の皆様ほか関係各団体から約

２,０００人の御参加をいただき、清掃作業に汗を流しました。 

 次に、相田みつを展についてでございますが、７月１８日から８月３０日までの６週間

にわたり、高鍋町美術館において開催されました。戦後７０年の節目の年に当たります本

年、平和への思い、生きることのすばらしさを先生の言葉や書からお伝えできたものと考

えております。 

 次に、きゃべつ畑のひまわり祭りについてでございますが、８月１５日、１６日の２日

間にわたり、染ケ岡地区において開催されました。同地区環境保全協議会が中心となり、

早くも６回目を迎え、本年も８０ヘクタール、約１,１００万本のひまわりが咲き誇りま

した。２日目は雨に見舞われたものの、両日で約８,０００人もの来場者でにぎわいまし

た。 

 次に、畜魂慰霊式についてでございますが、８月２４日、小並地区にある畜魂慰霊碑の

前でとり行いました。未曾有の被害をもたらした口蹄疫の終息宣言から丸５年が経過し、

その霊を慰めるとともに、新たな一歩を踏み出す一日となりました。 

 次に、新火葬場西都児湯斎場の竣工についてでございますが、西都、児湯の１市５町で

西都児湯クリーンセンター敷地内に建設を進めてまいりました新火葬場西都児湯斎場「再

生の杜」が、８月２５日稼働いたしました。 

 総事業費は約１３億円で、火葬炉５炉のほか休憩室３室などを併設しております。 

 以上、その他の政務につきましては、お手元の政務報告にて御確認いただきますようお

※後段に訂正あり 
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願いを申し上げます。 

 以上です。 

○議長（永友 良和）  訂正いたします。先ほど私が例月現金出納検査のところを「月例」

と言ってしまいました。おわびして訂正いたします。 

 以上で、日程第２、諸報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．会期の決定 

○議長（永友 良和）  日程第３、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りします。本定例会の会期は、会期日程予定表のとおり、本日から９月１８日まで

の１６日間にしたいと思います。御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  異議なしと認めます。したがって、会期は本日から１８日までの

１６日間に決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．報告第５号 

日程第５．報告第６号 

日程第６．報告第７号 

○議長（永友 良和）  日程第４、報告第５号平成２６年度高鍋町財政健全化判断比率につ

いてから、日程第６、報告第７号平成２６年度高鍋町教育に関する事務の管理及び執行の

状況の点検及び評価等についてまで、以上３報告を一括議題といたします。 

 まず、町長の報告を求めます。町長。 

○町長（小澤 浩一君）  報告第５号平成２６年度高鍋町財政健全化判断比率について及び

報告第６号平成２６年度高鍋町公営企業資金不足比率について一括して御報告を申し上げ

ます。 

 まず、報告第５号平成２６年度高鍋町財政健全化判断比率についてでございますが、地

方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、実質赤字比率、連結

実質赤字比率、実質公債費比率及び将来負担比率の４つの財政健全化判断比率につきまし

て御報告するものでございます。 

 ４つの指標の比率が、それぞれ括弧書きで記載されております早期健全化基準値以上で

ある場合は、財政健全化計画を定めなければならないこととされておりますが、本町では

いずれの比率も早期健全化基準値未満となっております。 

 次に、報告第６号平成２６年度高鍋町公営企業資金不足比率についてでございますが、

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定により、公営企業の資金

不足比率につきまして御報告するものでございます。 

 その比率が経営健全化基準で定められております２０％以上である場合は、経営健全化

計画を定めなければならないこととされておりますが、本町では水道事業、下水道事業と
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も資金不足は発生しておりません。 

 以上、２件につきまして御報告を申し上げます。 

○議長（永友 良和）  次に、教育委員長の報告を求めます。教育委員長。 

○教育委員長（黒木 知文君）  教育委員長。おはようございます。報告第７号平成２６年

度高鍋町教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等について御報告申し上

げます。 

 本案は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律（平成２６年

法律第７６号）による改正前の地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２７条第１項

の規定により提出するものでございます。 

 以上でございます。 

────────────・────・──────────── 

日程第７．同意第４号 

○議長（永友 良和）  次に、日程第７、同意第４号教育委員会委員の任命についてを議題

といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（小澤 浩一君）  同意第４号教育委員会委員の任命について提案理由を申し上げま

す。 

 現委員の杉田淳子氏が、平成２７年１１月２６日をもって任期満了になりますことに伴

い、引き続き同氏を教育委員会委員として任命したいので、改正前の地方教育行政の組織

及び運営に関する法律第４条第１項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。 

 このことにつきまして、御同意を賜りますようお願いを申し上げます。 

○議長（永友 良和）  本件につきましては再任でありますので、略歴の説明を省略します。 

 以上で説明が終わりました。これから質疑を行います。質疑はありませんか。１２番、

中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  １２番。昨年の教育委員任命任期っていうのは、９月２６日だ

ったですね。昨年ですよ、ほかの方ですよ。今回は１期目が９月からなのに、２回目が

１１月からとなっております。今回も１１月２６日が任期満了であるのであれば、当然最

初が１１月と、交代されたときに１１月ということになるのではないかなと思ったもので

すから、質疑をさせていただきたいと思います。どういう理由かということをお知らせく

ださい。 

○議長（永友 良和）  教育総務課長。 

○教育総務課長（中里 祐二君）  教育総務課長。只今おっしゃられたように、杉田委員の

任期のことについてでございますが、１期目の始まりが９月となっており、２期目の始ま

りが１１月となっているところですが、本来杉田委員の任期の始まりは１１月であります。 

 杉田委員の前任の委員が３期目の１年目の８月で辞職をされました。その関係で、地方

教育行政の組織及び運営に関する法律第５条の定めによりまして、補欠の場合は前任者の
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残任期間とするということで、杉田委員の１期目の始まりが９月となったというものでご

ざいます。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  これで質疑を終わります。 

 本件は人事案件でありますので、討論を省略し、直ちに採決に入ります。 

 これから同意第４号を起立によって採決します。本件は同意することに賛成議員は御起

立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（永友 良和）  起立全員と認めます。したがって、同意第４号教育委員会委員の任

命については、同意することに決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第８．議案第３８号 

日程第９．認定第１号 

日程第１０．認定第２号 

日程第１１．認定第３号 

日程第１２．認定第４号 

日程第１３．認定第５号 

日程第１４．認定第６号 

日程第１５．認定第７号 

日程第１６．認定第８号 

日程第１７．議案第３９号 

日程第１８．議案第４０号 

日程第１９．議案第４１号 

日程第２０．議案第４２号 

日程第２１．議案第４３号 

日程第２２．議案第４４号 

日程第２３．議案第４５号 

日程第２４．議案第４６号 

日程第２５．議案第４７号 

日程第２６．議案第４８号 

日程第２７．議案第４９号 

日程第２８．議案第５０号 

日程第２９．議案第５１号 

日程第３０．議案第５２号 

日程第３１．議案第５３号 
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日程第３２．議案第５４号 

日程第３３．議案第５５号 

○議長（永友 良和）  次に、日程第８、議案第３８号平成２６年度高鍋町水道事業会計未

処分利益剰余金の処分についてから、日程第３３、議案第５５号平成２７年度高鍋町一ツ

瀬川雑用水管理事業特別会計補正予算（第１号）まで、以上２６件を一括議題といたしま

す。 

 一括して提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（小澤 浩一君）  議案第３８号平成２６年度高鍋町水道事業会計未処分利益剰余金

の処分についてから、議案第５５号平成２７年度高鍋町一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計

補正予算（第１号）についてまで、一括して提案理由を申し上げます。 

 まず、議案第３８号平成２６年度高鍋町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

でございますが、本案につきましては、地方公営企業法第３２条第２項の規定により、同

剰余金の処分について議会の議決を求めるものでございます。 

 次に、認定第１号平成２６年度高鍋町一般会計歳入歳出決算についてから、認定第７号

平成２６年度高鍋町一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計歳入歳出決算についてまででござい

ますが、平成２６年度各会計の歳入歳出の決算について、地方自治法第２３３条第３項の

規定により、議会の認定に付するものでございます。 

 初めに、認定第１号の一般会計については、歳入総額８２億８,１６０万３１１円、歳

出総額７９億５,６９０万３,８７０円、差し引き３億２,４６９万６,４４１円となってお

ります。 

 次に、認定第２号の国民健康保険特別会計については、歳入総額３２億４,２２４万

５,６５８円、歳出総額２９億６,１７１万３９２円、差し引き２億８,０５３万

５,２６６円となっております。 

 次に、認定第３号の後期高齢者医療特別会計については、歳入総額４億６,３６３万

５,３４６円、歳出総額４億６,３１８万１,１４６円、差し引き４５万４,２００円となっ

ております。 

 次に、認定第４号の下水道事業特別会計については、歳入総額４億１,６０７万

７,７１８円、歳出総額４億６４１万４,１１１円、差し引き９６６万３,６０７円となっ

ております。 

 次に、認定第５号の介護認定審査会特別会計については、歳入総額１,０５２万

７,９５８円、歳出総額９７４万５,７６６円、差し引き７８万２,１９２円となっており

ます。 

 次に、認定第６号の介護保険特別会計については、歳入総額１６億６,０９０万

６０８円、歳出総額１５億８,０６３万９,０６７円、差し引き８,０２６万１,５４１円と

なっております。 

 次に、認定第７号の一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計については、歳入総額１,７２７万
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９,８７９円、歳出総額１,４７１万３,７５９円、差し引き２５６万６,１２０円となって

おります。 

 次に、認定第８号平成２６年度高鍋町水道事業会計決算についてでございますが、地方

公営企業法第３０条第４項の規定により、議会の認定に付するものでございます。 

 営業面では給水件数８,９６５件で、前年度より３１件の増、有収水量は１９９万

５,９３５立方メートルで、前年度より０.８％減少いたしました。 

 経営面では、税抜きの収益的収入総額４億３,９０２万５,２７３円、支出総額４億

１５４万２,４６９円、経常収支は３,７４８万２,８０４円でございました。 

 次に、資本的収支ですが、収入総額８,１０８万１７６円に対し、※支出総額は３億

１,２０９万５,７２０円となっております。なお、資本的収入が支出に対して不足する額

２億３,２０１万５,５４４円は、当年度損益勘定留保資金等で補填をいたしました。 

 次に、議案第３９号尾鈴地区畜産用水管理事業の事務の委託についてでございますが、

本案は尾鈴地区農業水利を活用した同事業に関する事務の管理及び執行を、地方自治法第

２５２条の１４第１項の規定により、協議で規約を定め、川南町に委託することについて、

同条第３項の規定により準用する同法第２５２条の２の２第３項の規定により、議会の議

決を求めるものでございます。 

 次に、議案第４０号高鍋町税条例の一部を改正する条例についてでございますが、本案

は地方税法等の一部改正に伴い、所要の改正を行うものでございます。 

 改正の主なものは、まず１点目は、行政手続における特定の個人を識別するための番号

の利用等に関する法律の施行に伴い、所要の措置を講ずるものでございます。 

 ２点目は、町民税、固定資産税、軽自動車税及び特別土地保有税の減免申請期限につき

まして、「納期前７日前」とあるのを、「納期限日」に改めるものでございます。 

 ３点目は、３級品の紙巻きたばこに係る国及び地方のたばこ税につきまして、平成

２８年４月１日から平成３１年４月１日までの間、段階的に税率を引き上げることにより、

特例税率を廃止するものでございます。 

 次に、※議案第４１号高鍋町国民保険税条例の一部を改正する条例の一部改正について

でございますが、本案は地方税法等の一部改正に伴い、平成２６年３月議会で御承認いた

だきました同条例の一部の施行期日を、「平成２９年１月１日」から「平成２８年１月

１日」に改めるものでございます。 

 次に、議案第４２号高鍋町手数料徴収条例の一部改正についてでございますが、本案は

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律が公布され、通

知カードの交付に関する規定が平成２７年１０月５日から、個人番号カードの交付に関す

る規定が平成２８年１月１日から施行されることに伴い、当該カードの紛失等による再発

行手数料を定めるため、所要の改正を行うものでございます。 

 次に、議案第４３号高鍋町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関す

る基準を定める条例の一部改正についてでございますが、本案は平成２７年１月に介護保

※後段に訂正あり 
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険法施行規則等の一部を改正する省令が公布され、サービス名称の変更やサービスごとの

基準の見直しが行われたことに伴い、所要の改正を行うものでございます。 

 次に、議案第４４号高鍋町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運

営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に

関する基準を定める条例の一部改正についてでございますが、本案は前案と同様に、介護

保険法施行規則等の一部改正により、サービスごとの基準の見直しが行われたことに伴い、

所要の改正を行うものでございます。 

 次に、議案第４５号高鍋町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予

防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部

改正についてでございますが、本案は前案と同様に、介護保険法施行規則等の一部改正に

より、具体的取扱方針の見直しが行われたことに伴い、所要の改正を行うものでございま

す。 

 次に、議案第４６号高鍋町敬老祝金条例の一部改正についてでございますが、本案は同

祝金について、これまで８０歳、９０歳及び１００歳以上の方々を対象に、※９月１５日

の敬老の日に支給しておりましたが、１００歳以上の方につきましては、それぞれの誕生

日において支給できるよう、所要の改正を行うものでございます。 

 次に、議案第４７号高鍋町企業立地奨励条例の全部改正についてでございますが、本案

は奨励の対象事業及び奨励措置を見直し、本町における企業立地をさらに推進することを

目的に、同条例の全部を改正するものでございます。 

 次に、議案第４８号高鍋町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等

に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の制定についてでございますが、本案

は本年１０月から個人番号の付与、通知を初めとして、社会保障・税番号制度、いわゆる

マイナンバー制度の運用を開始いたしますが、個人番号を含む個人情報を利用する事務の

うち、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律で利用が

認められている※事務以外の事業及び庁内で情報を連携して行う事務については、同法第

９条第２項の規定により、条例で定める必要があることから、新たに条例を制定するもの

でございます。 

 次に、議案第４９号高鍋町特定個人情報保護条例の制定についてでございますが、本案

はマイナンバー制度の運用開始に伴い、行政手続における特定の個人を識別するための番

号の利用等に関する法律第３１条の規定により、個人番号が含まれた個人情報の適正な取

り扱いや、その開示、訂正等を実施するための必要な措置について新たに条例を制定する

ものでございます。 

 次に、議案第５０号平成２７年度高鍋町一般会計補正予算（第２号）についてでござい

ますが、今回の補正は歳入歳出それぞれ１億６,７９４万円を追加し、歳入歳出予算の総

額をそれぞれ８１億１,１６９万５,０００円とするものでございます。 

 補正の主なものは、歳出ではふるさと納税促進事業、庁内ネットワークセキュリティー

※後段に訂正あり 
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対策用機器等賃貸借事業、通知カード、個人番号カード関連事務委任交付金事業、地域医

療介護総合確保基金補助事業、地域型保育給付事業、宮田親水公園浚渫事業、６次産業化

ネットワーク活動交付金事業、魅力ある観光地づくり推進事業、道路維持整備事業、都市

計画道路見直し業務委託事業、小型ポンプ購入事業、学校教材備品等購入事業、美術館管

理用備品購入事業、農業用施設災害復旧事業、竹鳩橋橋台災害復旧事業等でございます。 

 また、４月に実施しました人事異動等に伴う人件費の調整をそれぞれ行うものでありま

す。 

 財源につきましては、分担金及び負担金、国、県支出金、寄附金、町債等でございます。

あわせて竹鳩橋橋台整備事業外３件の地方債の追加変更を行うものでございます。 

 次に、議案第５１号平成２７年度高鍋町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）につ

いてでございますが、今回の補正は歳入歳出それぞれ１,８２４万７,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額をそれぞれ３２億９,６０２万５,０００円とするものでございます。 

 補正の内容といたしましては、歳出では職員の人事異動に伴う人件費の減額、平成

２７年度納付額確定に伴う後期高齢者支援金、前期高齢者納付金の増額及び介護納付金の

減額、特定健康診査データ管理システムの最新化に伴う役務費の増額、平成２６年度事業

実績による国庫負担金返還金の増額でございます。 

 歳入では、本算定処理を行い、当初課税額が確定したことによる国民健康保険税の減額、

平成２６年度事業実績による特定健診等国県負担金及び療養給付費等交付金の増額、平成

２７年度交付額確定に伴う前期高齢者交付金の減額、人件費減額に伴う職員給与費相当分

一般会計繰入金の減額、財源調整のための準備積立基金繰入金の減額及び繰越金の増額で

ございます。 

 次に、議案第５２号平成２７年度高鍋町下水道事業特別会計補正予算（第１号）につい

てでございますが、今回の補正は歳入歳出それぞれ７４万８,０００円を減額し、歳入歳

出の総額をそれぞれ３億４,３９５万３,０００円とするものでございます。 

 補正の主なものは、歳出では職員の人事異動に伴う人件費の減額でございます。 

 歳入では、平成２６年度決算に伴う繰越金の増額及び財源調整のための一般会計繰入金

の減額でございます。 

 次に、議案第５３号平成２７年度高鍋町介護認定審査会特別会計補正予算（第１号）に

ついてでございますが、今回の補正は歳入歳出予算の総額に変更はなく、平成２６年度事

業費確定に伴い、歳入の費目間で財源調整をするものでございます。 

 次に、議案第５４号平成２７年度高鍋町介護保険特別会計補正予算（第２号）について

でございますが、今回の補正は歳入歳出それぞれ８,３５３万円を追加し、歳入歳出予算

の総額をそれぞれ１８億６,４１７万５,０００円とするものでございます。 

 補正の主なものは、歳出では平成２６年度事業費確定に伴う国、県支出金及び支払基金

返還金並びに一般会計繰出金の増額及び介護給付費準備基金積立金の増額でございます。 

 歳入では、平成２６年度事業費確定に伴う介護給付費負担金の増額、平成２６年度決算
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に伴う繰越金の増額でございます。 

 次に、議案第５５号平成２７年度高鍋町一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計補正予算（第

１号）についてでございますが、今回の補正は歳入歳出それぞれ８９３万５,０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２,５９４万１,０００円とするものでございます。 

 補正の内容といたしましては、歳出では大口径メーター設置に係る測量設計業務委託料、

工事請負費及び備品購入費の増額でございます。 

 歳入では基金繰入金、繰越金及び県補助金の増額でございます。 

 以上、２６件の議案につきまして、御審議を賜りますようお願いを申し上げます。 

 失礼しました。認定８号のところで、水道ですが資本的収支ですが、収入総額８,１０８万

１７６円に対し、支出総額は３億１,３００を２００と申したそうですので、訂正をいた

します。 

 それから、第４１号高鍋町国民健康保険税条例を国民保険と言ったそうです。「国民健

康」を入れていただきたいと思います。 

 それから、４６号ですね、敬老祝金のところで、９月１５日の老人の日を「敬老」と言

ったそうですので、「老人の日」に訂正をお願いいたします。 

 それから、４８号の利用事務が認められている事務以外の「事務」というところを「事

業」と言ったそうですので、「事務」に訂正をお願いいたします。 

 以上です。 

────────────・────・──────────── 

日程第３４．平成２６年度高鍋町一般会計並びに特別会計決算審査結果報告 

○議長（永友 良和）  続きまして、日程第３４、平成２６年度高鍋町一般会計並びに特別

会計決算審査結果報告を求めます。黒木輝幸代表監査委員。 

○代表監査委員（黒木 輝幸君）  代表監査委員。 

 監査委員２名を代表いたしまして、平成２６年度各会計の決算審査結果を御報告いたし

ます。 

 初めに、地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付されました平成２６年度

高鍋町一般会計及び特別会計歳入歳出決算に関する審査結果を御報告いたします。 

 決算審査は、去る７月２日から８月３日までの間、役場におきまして書面審査及び対面

審査を実施し、審査意見書を８月１２日に講評を兼ねて町長に提出いたしました。決算審

査意見書は皆様のお手元に配付をされております。その内容について御報告を申し上げま

す。 

 まず、第１に審査の対象となりましたのは、平成２６年度高鍋町一般会計歳入歳出決算、

平成２６年度高鍋町特別会計６会計歳入歳出決算、１、国民健康保険特別会計、２、後期

高齢者医療特別会計、３、下水道事業特別会計、４、介護認定審査会特別会計、５、介護

保険特別会計、６、一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計でございます。 

 第２に、審査の期間でございますが、先ほど述べましたとおり、平成２７年７月２日か
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ら平成２７年８月３日まで、実質審査日数は１７日間でございます。 

 第３に、審査の方法でございますが、審査に当たりましては、町長から提出された決算

書及び附属書類が地方自治法、高鍋町条例に準拠して作成されているか、予算が適正かつ

効率的に執行されているかを主眼に置き、関係職員の説明を聴取し、定期監査、例月現金

出納検査結果等も考慮して、関係帳簿並びにその他の書類と照合するとともに、必要な書

類の提出を求め、通常実施すべき審査を実施し、抽出で現地調査も実施をいたしました。 

 第４に、審査の結果でございますが、平成２６年度一般会計及び特別会計の歳入歳出決

算は、関係諸帳票を初めその他の証拠書類など照合審査した結果、決算に関する計数はい

ずれも正確であることを確認いたしました。 

 また、予算の執行、会計事務及び財産の管理など財務に関する事務の執行は適正に処理

されているものと認められました。 

 それでは、総括意見を申し述べます。なお、それぞれの項目ごとの審査結果につきまし

ては、意見書をごらんいただきたいと思います。 

 まず、一般会計から申し上げます。まず最初に、決算にあらわれた現状の評価について

申し上げます。収支でございますが、平成２６年度一般会計決算の規模は、前年度と比較

して、歳入において１億１,９２６万２,０００円上回り、歳出において１億３,１０３万

６,０００円前年度を上回っております。収支の運用に関しましては、基金の運用を控除

した実質単年度収支で判断をしなければなりませんが、その実質単年度収支は黒字を計上

しておりまして、収支均衡の原則が貫かれ、堅調な財政運営であったという結果が出てお

ります。 

 次に、歳入について申し上げます。自主財源であります町税が２４万８,０００円減収

となっております。依存財源の地方交付税が４,１６９万３,０００円の減少、地方消費税

交付金は消費税の増税に伴い４,２３６万円の増、国庫支出金は児童措置費負担金、現年

発生補助災害復旧費負担金、臨時福祉給付措置事業補助金、子育て世帯特例給付措置事業

補助金等の増もありましたが、地域の元気臨時交付金、防災行政無線放送施設整備事業補

助金、社会資本整備総合交付金等の減がありまして、全体としては１,８３９万１,０００円

の減となっております。 

 県支出金は、児童措置費負担金、森林整備加速化・林業再生事業費補助金、公共施設再

生可能エネルギー等導入推進基金事業費補助金等の増がありましたが、緊急雇用創出事業

臨時特例基金市町村補助金、介護基盤緊急整備事業補助金、震災対策農業水利施設整備事

業補助金等の減がありまして、全体では３,２６６万７,０００円の減となっております。 

 借入金であります町債は、本庁舎大規模改修事業や災害復旧事業、町体育館大規模改修

事業等に取り組んだ結果、１,１８０万６,０００円の増となっております。 

 収入未済額でございますが、総額で２億７,５８７万５,０００円でありますが、このう

ち繰越明許費に係る国庫支出金が１億１,１１６万１,０００円、県支出金が１,５７０万

４,０００円、町債が４,４２０万円含まれております。 
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 なお、町税、保育料及び住宅使用料の収入未済額合計が１億４７５万円で前年度と比較

して６９７万９,０００円減少をしております。 

 また、高鍋めいりんの里運営資金貸付金元利収入が延納月割納入となっておりまして、

全体では依然としては多額でありまして看過できない状況であります。特に、住宅使用料

は、滞納額が減少しておりません。的確な対応が求められます。 

 不納欠損額は町税及び保育料で６９０万３,０００円となっておりまして、総額では前

年度と比較して３６０万１,０００円減少をしております。 

 また、町税滞納処分の執行停止中の額は１,５４１万８,０００円で、大幅に減少をして

おります。 

 次に、歳出でございますが、義務的経費おきましては、公債費は減少しておりますが、

人件費は平成２５年度まで東日本震災復興の関係で実施をされておりました職員の給与減

額措置の終了が主な要因となって増加をしております。扶助費も私立保育園委託費、臨時

福祉給付金、子育て世帯臨時特例給付金、訓練等給付費金等の増によりまして１億

６,０９０万７,０００円増加し、全体では２億２３４万２,０００円増加をしております。 

 投資的経費は、庁舎大規模改修事業やわかば保育園防音機能復旧工事、中央公民館太陽

光発電装置設置工事、小丸河川敷多目的施設建設事業、災害復旧事業等の増はありました

けれども、防災行政無線施設整備事業、介護基盤緊急整備事業補助金、町営小丸団地外壁

改修事業、尾鈴土地改良事業負担金、町体育館大規模改修事業、震災対策農業水利施設整

備事業等の減がありまして、全体では、前年度と比較して１,６１５万１,０００円、

１.４％の減となっております。 

 その他の経費では、森林整備加速化・林業再生事業費補助金等の増によりまして補助費

等が５,３９７万２,０００円の増となっております。 

 また、繰出金は、特別会計繰出金の増加によりまして６,９２６万４,０００円増加をし

ております。 

 基金は、財政調整基金の積み立てが行われまして、平成２７年５月末残高が１２億

６,０５２万１,０００円となりまして、緊急時の対応力が向上をしております。公共施設

等整備基金は一部取り崩されておりますが、平成２７年５月末残高は１０億９,６４１万

５,０００円となりまして、公共施設等の改善資金の確保が図られております。 

 以上の実績から、第５次行財政改革後も財政健全化に取り組まれるとともに、基金の積

み立てにも取り組まれることによって、財政の健全度を図ります各種財政指標も随時改善

されるなど、財政規律を重視する一方で、各種の補助制度を積極的に利用し、防災無線の

整備や庁舎の耐震化、教育環境の整備に取り組まれるなど、平成２６年度一般会計の運営

は効果的であるとともに適正であったものと認められます。 

 また、今後の財政運営に当たりましては、引き続き財政健全化に取り組み、歳入面にお

いては財源確保のために各種補助金を積極的に活用するとともに、自主財源の確保に向け

て収入未済額の解消は進んではきておりますが、依然として多額でありまして、今後なお
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一層の取り組みの強化をする必要があるものと思われます。 

 また、不納欠損につきましては、負担の公平性に配慮して特に慎重を期することが必要

だと思います。 

 歳出面は、財政規律を重んじた財政運営に取り組まれるとともに、常に町民のニーズを

的確にとらえ最小の経費で最大の効果を上げるべくあらゆる角度から検討を重ね、真に町

民のための財政運営を進めるため、常に予算の管理執行状況を把握し、より効果的で効率

的な執行に努められるよう要望をいたします。 

 次に、国民健康保険特別会計について申し上げます。国民健康保険加入世帯数は前年度

と比較しまして５５世帯減少しております。被保険者数は２１８人減少しております。歳

入面では、被保険者の減少等により国保税が前年度と比較して２,２８３万３,０００円の

減収となりますとともに、療養給付費等交付金、県支出金が減額となりましたが、国庫支

出金、前期高齢者交付金、共同事業交付金の増額により歳入全体では７,２８０万

９,０００円の増額となっております。 

 一方で、収入未済額がこれまでの徴収努力の継続によりまして、初めて１億円を下回っ

たことは評価できるものと思います。 

 なお、平成２６年度に不納欠損処理した額は９９２万５,０００円で、前年度と比較し

て１,１５５万６,０００円減少をしております。平成２６年度末までの滞納累計額は

９,１２４万５,０００円ありまして、徴収努力の積み重ねにより毎年縮減をしております

が、依然として高額になっており、執行停止中のものも加味すると今後とも滞納を縮減す

る努力が求められるものと思います。 

 現在の国民健康保険の財政状況でございますが、実質単年度収支も黒字となっていると

ともに、準備基金の積み立ても条例で定められております上限に近いところまで積み立て

られておりまして、安定をしているのではないかと思われます。医療費が毎年増加する中

で、国民健康保険財政の安定化は最も重要な課題でありまして、その安定化のためには疾

病の予防と健康保険税の的確な収納が求められております。特定健診の受診率向上による

疾病予防に向けてなお一層取り組まれるとともに、引き続き収納率向上対策に努めていた

だくよう要望をいたします。 

 次に、後期高齢者医療特別会計について申し上げます。老人保健事業から後期高齢者医

療保険事業に移行されまして、制度運用から７カ年が経過をしておりますが、制度は定着

をして現段階では現行制度が継続するのではないかと思われます。 

 次に、下水事業特別会計について申し上げます。平成２６年度の公共下水道の事業量は、

管渠布設６００メーター、面整備９.８ヘクタールでありまして、全体で３,２９９世帯、

７,２２０人が接続可能になっております。平成２６年度末現在の管渠総延長は４８.０キ

ロメートル、面整備累計は２１８ヘクタールとなり、水洗化率は８０.５％、２,６４２世

帯、５,８１０人となっております。下水道の普及によりまして快適な生活と河川の浄化

が進み、その効果は次第にあらわれてきております。 
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 現在、事業認可を受けている２３３ヘクタールが完了後は事業の展開を凍結の方向で検

討中とのことでありますが、慎重に検討されることを要望をいたします。 

 また、一方で浄化センターの機器等の老朽化が進み、長寿命化対策が計画をされており

ますが、これらの財源を確保するためにも、水洗化率の向上に向けた取り組みをなお一層

推進することが求められております。このような状況の中で平成２６年度末における財政

状況でございますが、起債残高が２６億５８７万２,０００円あります。その償還や事業

推進に必要な費用及び維持管理に要する財源を使用料で賄っておるわけでございますが、

不足額は一般会計からの繰入金で補っております。平成２６年度における下水道費の基準

財政需要額算入額が１億２９万４、０００円あります。したがいまして実質的な一般会計

の負担額は１億８８３万７,０００円であることも考慮して運営に当るべきであると思い

ます。 

 それから、特筆すべき点でございますが、供用開始当初から下水道使用料の使用料徴収

の手続が一部欠落をしたことによりまして、未調定、未徴収が発生した件の対応でありま

す。この件に関しましては、地方自治法に基づき過去５年前にさかのぼって平成２０年度

に調定された使用料は５９８万４２３円でありますが、平成２６年度末現在の納入済額は

４７１万３４７円であります。収入未済額が１２７万７６円に減少してきたことは徴収努

力の結果と一定の評価ができるものと思われます。今後とも確実な債権の確保と徴収手段

を明示した上で適切に履行されることを強く要望をいたします。 

 次に、介護認定審査特別会計について申し上げます。３町による認定審査は的確、ス

ムーズに行われておりまして、今後ともさらに連携を密にして、適正な審査が行われるよ

うに要望をいたします。 

 次に、介護保険特別会計について申し上げます。平成２６年度の要介護、要支援の申請

数は８７２件でありまして、前年度と比較しまして７６件減少をしております。申請者の

うち非該当は７件となっております。今後、保険給付費の増加が見込まれますことから、

負担に対する公平性の確保と安定的な保険事業運営が求められております。このため、保

険料の収入確保は必要不可欠であります。今後とも収入未済額を増加させないよう努めて

いただくよう要望をいたします。また、介護を必要とする全ての人々に希望する介護サー

ビスが的確に提供できますように、円滑な運営を図って行かれますよう要望をいたします。 

 次に、一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計について申し上げます。一ツ瀬川雑用水管理事

業特別会計は、一ツ瀬川土地改良事業で導入されました畑地かんがい用水を他の農業にも

雑用水として使用することを目的に１市３町で設置された会計でありますが、平成２１年

度から事業を開始しております。財政状況でございますが、収入未済額もなく、積立金を

積み立てるなど順当で安定した運営となっております。今後とも収入の確保に努め、適正

で安定的な運営を要望をいたします。 

 続きまして、地方公営企業法第３０条第２項の規定に基づく平成２６年度高鍋町水道事

業会計決算審査結果について御報告を申し上げます。 
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 決算審査は、去る６月１９日から６月２５日までの間の中で、役場におきまして書面審

査及び対面審査を実施し、審査意見書を７月１３日に講評を兼ねて町長に提出をいたしま

した。 

 その概要について御報告申し上げます。審査の期間でございますが、６月１９日から

６月２５日までの間のうち実質５日間でございます。審査の方法でございますが、町長か

ら提出された決算書類及び附属書類が地方公営企業法、その他関係法令に基づき作成をさ

れているか、また、水道事業の経営成績、財政状態が適正に表示されているかを検証する

ため、必要に応じて関係職員から説明を聴取し、会計帳簿、証拠書類、関係帳簿など通常

実施すべき審査手続及び必要とする審査を実施をしました。 

 審査の結果でございますが、決算書類及び決算附属書類は、地方公営企業法その他関係

法令に基づき作成をされ、その計数は正確であり関係帳簿と符号し、かつ当年度における

水道事業の経営成績及び財政状態を適正に表示していることを認めました。また、予算の

執行も適正に執行されていることを認めました。 

 それでは、総括意見を申し上げます。 

 まず、分析による現状の評価でございますが、本年度の給水人口は１万８,８５２人で、

前年度より５３人減少するとともに、有収水量も１万６,５５６立方メートル減少をして

いる反面、漏水が増加をし、年間総配水量は前年度と比較して６,６４５立方メートル増

加をしております。なお、漏水対策等の効果もありまして、有収率は８７.２％と高い水

準を維持をしておりまして、施設利用率も上昇しておるなど、同類型の団体の経営指標、

施設利用率５０.８０％、最大稼働率６３.９１％、負荷率７９.５２％を上回っておりま

して、効率的な業務運営がなされたものと評価できます。 

 次に、経営成績についてでありますが、本年度は地方公営企業法が大幅に改正施行され

ております。損益計算におけます収益及び費用の計上区分に変更がありました。しかし、

損益の額は特別損失を除けば改正前の計上方法と同額となるようなシステムになっており

ます。 

 本年度の経営成績は、損益計算書のとおりであります。収益では、営業収益は給水収益

が減少しましたが、その他の営業収益が増加し微増でありました。また、営業外収益に過

去に国庫補助金、負担金等で取得した資産のうち、当年度減価償却費相当額が長期前受金

として新たに計上されることになりました。そのことにより全体の収益額は前年度を

５.７％上回っております。また、費用では営業費用は資産減耗費が減額となりましたが、

長期前受金相当額が減価償却費として加算されることになり２.５％の増額となっており

ます。営業外費用は、支払利息が７.１％減少しております。これらの結果、純利益は前

年度より１,８４３万３,９６９円増加し、３,７４８万２,８０４円となっております。 

 経営状況につきましては、経営分析での指数が経営指標と比較してほぼ同程度でありま

すが、若干でありますが下回っている部分もありますので、改善を図っていく必要がある

と思われます。 
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 次に、財政状態についてでありますが、地方公営企業法が改正施行されたことに伴いま

して、財政状態を示す貸借対照表につきましても、計上区分が大幅に変更されております。

大幅な改正点でございますが、従来、資本金として扱われてきました借入資本金、企業債

残高でございますが廃止をされ負債に計上されることになりました。また、資本剰余金と

して計上されていました国庫補助金、工事負担金が負債に計上されることになりまして、

資本が大幅に減少し、負債の額が大幅に増加する結果となっております。 

 今年度末における財政状態は、貸借対照表のとおりであります。資産の部では、有形固

定資産で過去に国庫補助金、工事負担金等で取得した構築物の平成２６年度までの減価償

却費相当額が減少をしております。機械及び装置、建設仮勘定が増額しましたが、構築物

の減少額が大きく影響し固定資産全体では６.２％の減少となっております。流動資産で

は、現金預金が増額をしております。 

 負債の部でございますが、借入資本金でありました企業債残高が負債として計上される

ことになったために、新たに固定負債に企業債残高のうち翌々年度以降償還予定額が計上

されるとともに、退職給付引当金が新たに計上され同額が修繕引当金から振りかえられて

おります。 

 また、流動負債は企業債の翌年度償還予定額が新たに流動負債として計上をされており

ます。なお、国庫補助金、工事負担金が資本から負債に変更されたことによりまして、新

たに負債に繰延収益が設定をされ、平成２６年度までに収納された額が長期前受金として

計上され、平成２６年度までに減価償却された累計額が長期前受金収益化累計額として減

額計上をされております。このことによりまして、全体の負債額が３５億７,９１９万

２,５１７円増加する結果となっております。 

 資金運用面では、流動資産が流動負債を大幅に上回っておりまして、安定していると言

えます。 

 資本金の部では、借入資本金が負債に計上されることになりましたために、大幅に減少

をしております。 

 剰余金の部でございますが、国庫補助金、工事負担金が負債として計上されることにな

りましたため、資本剰余金が大幅に減少をしております。利益剰余金は黒字決算により増

加をしております。 

 以上のことから、資本全体では３８億８,９３５万１,５７１円の大幅な減額となってお

ります。年度末における財政状態は安定をしているとは言えますが、企業債未償還残高が

高額でありますことからさらなる経営努力が望まれます。 

 分析による現状の評価は以上のとおりでありますが、平成２６年度の経営状況をみます

と、収益的収支の収益面では、給水人口は前年度より減少し、経営の根幹であります営業

収益も若干減少しましたが、その他の営業収益が増加するとともに、法改正によりまして

国庫補助金、工事負担金で取得した資産のうち当年度の減価償却費相当額が営業外収益の

長期前受金として計上されることになりましたために、収益合計では前年度と比較して
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５.７％増加をしております。一方、費用面でございますが、減価償却費が収益の長期前

受金と同額が増額することになりましたために、資産減耗費、支払利息が減少したことが

要因となりまして１.４％の増にとどまっております。このため純利益は前年度を

１,８４３万３,９６９円上回る３,７４８万２,８０４円となっております。 

 資本的収支につきましては、収入では企業債が４,０００万円増加、工事負担金が

１０８万１７６円増加をしております。全体では、４,１０８万１７６円の増となってお

ります。支出面でございますが、配水管布設替等の工事等の減少によりまして一般改良費

が２,２４１万４,１６２円減少をしております。 

 経営状態につきましては、企業債の元利償還金が給水収益の５０％を超える状況が続く

とともに、多額の減価償却費の計上など経営環境の改善には長期間を要するものと思われ

ます。このような中で、給水人口は減少傾向が続いておりまして、今後の水道事業経営に

当たりましては、業務のさらなる効率化に向けた取り組みと安全で良質な水の安定的な供

給に向けて町民に信頼をされる水道事業の執行を要望するものであります。 

 なお、給水原価が前年度より７.１円安くなりまして、供給単価とほぼ同額になりまし

た。今後とも徹底した経営分析を行い、その結果を踏まえた企業努力を要望いたします。 

 以上、御報告申し上げましたが、公営企業法が平成２６年度に大幅に抜本改正されまし

て、経理の方法が変わっております。特に、バランスシート、貸借対照表については比較

貸借対照表が意見書に掲載してありますが、全く去年とは違ったことになっております。

そのことを申し上げまして、報告を終わりたいと思います。 

────────────・────・──────────── 

○議長（永友 良和）  以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

 本日はこれで散会いたします。 

 なお、この後１１時３５分より議員協議会を開催いたします。 

 お疲れさまでした。 

午前11時25分散会 

────────────────────────────── 

 


